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昨
今
、
生
活
保
護
と
い
え

ば
不
正
受
給
が
目
立
っ
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
の

と
こ
ろ
は
、
最
終
的
に
不
正

で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
も
の
は

件
数
に
し
て
約
１
・
５
％
、

金
額
に
し
て
約
０
・
３
％
に

過
ぎ
な
い
（
２
０
１
１
年
５

月
　
日
厚
生
労
働
省
「
生
活

３０
保
護
制
度
に
関
す
る
国
と
地

方
の
協
議
」
資
料
）。

　
不
正
の
類
型
は
貧
困
ビ
ジ

ネ
ス
、
悪
質
な
も
の
、
福
祉

事
務
所
の
未
把
握
・
未
申
告

収
入
、多
重
債
務
等
の
借
金
、

誤
っ
た
運
用
、
現
行
行
政
運

用
自
体
の
問
題
が
挙
げ
ら

れ
、
ま
た
厚
労
省
の
水
際
作

戦
に
代
表
さ
れ
る
給
付
に
辿

り
着
け
な
い
者
が
８
割
と
の

説
も
あ
り
、
双
方
の
多
く
が

ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
の
機
能
不
全

に
起
因
す
る
と
言
え
よ
う
。

　
生
活
保
護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

ク
は
、
社
会
福
祉
主
事
と
呼

ば
れ
る
専
門
資
格
を
有
す
る

公
務
員
が
担
当
す
る
。
社
会

福
祉
士
と
し
て
の
有
資
格
者

が
担
当
し
て
い
る
事
は
少
な

く
、
一
般
行
政
職
採
用
者
の

内
、
指
定
３
教
科
の
履
修
歴

が
あ
れ
ば
取
得
可
能
と
す
る

特
例
制
度
の
た
め
、
十
分
な

知
識
経
験
の
な
い
ま
ま
、
短

期
間
の
人
事
配
転
で
担
当
し

て
い
る
事
も
多
い
。
更
に
は

横
浜
・
川
崎
市
等
の
一
部
自

治
体
で
警
察
Ｏ
Ｂ
を
雇
用
す

る
に
至
っ
て
い
る
。

　
１
６
０
１
年
英
国
の
エ
リ

ザ
ベ
ス
救
貧
法
に
端
を
発
す

る
欧
米
の
社
会
の
安
定
の
た

め
の
福
祉
事
業
と
は
異
な

り
、
日
本
で
は
封
建
時
代
の

儒
教
的
救
貧
思
想
、
即
ち
ま

ず
は
扶
養
す
べ
き
親
族
を
探

し
、
居
な
け
れ
ば
地
域
組
織

（
五
人
組
）
に
、
そ
れ
も
叶

わ
ぬ
場
合
の
み
領
主
が
扶
養

す
る
と
し
た
も
の
が
あ
り
、

こ
れ
を
１
８
７
４
年
 恤
救
 

じ
ゅ
っ
き
ゅ
う

規
則
、
１
９
２
９
年
救
護
法

は
継
承
し
て
い
る
。

　
そ
れ
が
第
二
次
大
戦
後
、

民
主
的
平
和
憲
法
へ
変
化
し

た
。
自
由
政
策
的
な
経
済
に

よ
っ
て
生
じ
た
貧
富
の
格
差

に
対
し
、
経
済
的
弱
者
の
生

活
水
準
の
確
保
な
い
し
個
人

の
尊
厳
の
確
保
を
目
的
と
し

た
福
祉
国
家
へ
と
転
向
し
、

憲
法
第
　
～
　
条
の
人
権
・

２５

２８

社
会
権
の
保
障
と
共
に
積
極

国
家
化
（
行
政
国
家
化
）
が

謳
わ
れ
た
。
し
か
し
戦
後
の

生
活
保
護
法
に
お
い
て
も
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の
考
え

方
は
残
存
し
、
大
家
族
の
解

体
（
核
家
族
化
）、
地
域
の
崩

壊
（
過
疎
化
と
都
市
化
）
と

い
う
現
状
に
既
に
合
致
し
な

く
な
っ
て
い
る
。

　
生
活
保
護
は
本
来
、
何
ら

か
の
理
由
で
就
労
不
可
能
に

陥
っ
た
場
合
に
、
最
低
生
活

水
準
を
下
回
ら
な
い
様
に
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は

必
ず
し
も
現
金
の
支
給
で
あ

る
必
要
は
な
く
、
そ
の
個
人

の
状
況
に
合
わ
せ
た
き
め
細

や
か
な
支
援
で
あ
れ
ば
良

い
。こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
慢
性
的

な
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
生
活

保
護
制
度
は
、
憲
法
第
　
条
２５

第
２
項
「
国
は
、
す
べ
て
の

生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会

福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆

衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を

具
現
化
し
た
も
の
で
あ
り
、

冒
頭
に
触
れ
た
よ
う
に
真
に

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
者
の

受
給
が
大
部
分
を
占
め
て
い

る
。

　
喧
伝
に
乗
っ
て
思
考
停
止

し
、
一
部
の
不
正
受
給
例
を

基
に
給
付
そ
の
も
の
を
抑
制

す
る
様
で
は
、
角
を
 矯
 め
て

た

牛
を
殺
す
事
に
な
ろ
う
。
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社
会
保
障
の
原
則
に
立
ち
返
り
、

生
活
保
護
制
度
の
正
し
い
理
解
を

第
　
期
第
　
回
理
事
会
　
７
月
　
日（
日
）

２５

２０

２９

【
議
長
感
想
】

　
　
前
日
の
理
事
懇
談
会
で
３

班
に
分
か
れ
活
発
な
議
論
が

な
さ
れ
た
「
協
会
版
・
医
療

基
本
法
（
案
）
」
に
つ
い

て
、
理
事
会
で
も
各
班
の
報

告
が
な
さ
れ
た
。

　
　
７
月
　
日
の
国
会
行
動
で

１２

は
、
５
人
の
議
員
と
懇
談
し

一
体
改
革
阻
止
、
特
区
の
医

学
部
新
設
問
題
、
准
看
廃
止

問
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た
こ
と
、
民
主
党
・

自
民
党
・
公
明
党
・
み
ん
な

の
党
県
議
団
と
懇
談
し
、
同

様
の
件
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

　
　
医
療
情
報
部
は
「
情
報
統

制
と
監
視
の
な
か
の
共
通
番

号
制
」
を
テ
ー
マ
に
市
民
講

座
を
、
研
究
部
は
改
定
さ
れ

た
ば
か
り
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
テ
ー
マ
に
特

別
研
究
会
を
、
税
対
経
営
部

は
病
医
院
の
消
費
税
問
題
を

テ
ー
マ
に
経
営
研
究
会
を
開

催
し
た
こ
と
、
共
済
部
か
ら

は
７
月
　
日
よ
り
所
得
補
償

１６

保
険
の
募
集
を
開
始
し
た
と

報
告
が
あ
っ
た
。

　
　
「
社
会
保
障
制
度
改
革
推

進
法
案
」
の
廃
案
を
求
め
る

署
名
の
協
力
、
８
月
の
国
会

行
動
へ
の
参
加
が
依
頼
さ
れ

た
。
「
改
正
」
国
税
通
則
法

の
解
釈
通
達
パ
ブ
コ
メ
案
が

承
認
さ
れ
た
。
富
国
生
命
名

簿
紛
失
問
題
に
対
す
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
委
員
会
の
答

申
が
あ
っ
た
。

（
議
長
・
山
本
〇医 
）

元税務署員が語る！

税税務務調調査査のの対対処処法法

こ
と
」
と
強
調
。
税
務
署
側
の

都
合
の
良
い
修
正
等
の供
勧
奨
僑

に
は
、
安
易
に
応
じ
ず
、
納
得

で
き
な
い
場
合
は
、
協
会
等
に

相
談
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。

「
改
正
」国
税
通
則
法

 施
行
後
も

毅
然
と
し
た
対
応
を

　
最
後
に
、来
年
１
月
に
施
行

さ
れ
る「
改
正
」国
税
通
則
法
の

問
題
点（
無
予
告
調
査
が
実
施

可
能
、提
出
物
の
留
置
き
、再
調

査
権
の
創
設
等
）に
触
れ
、「
法

施
行
後
も
任
意
調
査
で
あ
る
こ

と
に
は
変
わ
ら
な
い
。毅
然
と

し
た
態
度
を
」と
強
調
し
た
。

説
明
し
、「
カ
ル
テ
開
示
に
応
じ

る
必
要
は
な
い
」と
し
た
。カ
ル

テ
を
見
せ
な
く
て
も
受
診
日
と

受
領
金
額
を
口
頭
で
伝
え
る
こ

と
で
対
応
で
き
る
と
加
え
た
。

　
ま
た
、
反
面
調
査
（
取
引
先

や
患
者
等
へ
の
調
査
）
に
つ
い

て
は
、「
反
面
調
査
は
客
観
的
に

見
て
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
限
っ
て
行
う
」（
昭

和
　
年
税
務
運
営
方
針
）
と
明

５１
記
さ
れ
て
お
り
、
納
税
者
の
了

解
が
な
い
反
面
調
査
は
許
さ
な

い
と
す
る
姿
勢
が
必
要
と
注
意

し
た
。
さ
ら
に
氏
は
、「
調
査
結

果
に
つ
い
て
税
務
署
員
の
主
張

が
す
べ
て
正
し
い
と
思
わ
な
い

な
っ
て
い
る
」と
強
調
し
た
。調

査
日
時
、場
所
も
納
税
者
側
が

選
択
で
き
、税
務
署
の
指
定
日

に
合
わ
せ
る
必
要
は
な
い
と
説

明
。ま
た
、カ
ル
テ
の
提
出
を
求

め
ら
れ
た
場
合
、患
者
の
秘
密

保
護
の
立
場
か
ら
医
師
に
は

「
秘
密
保
持
義
務
」（
刑
法
第
１

３
４
条
）が
課
さ
れ
て
い
る
と

で
５
千
万
円
境
界
域
に
あ
る
、

②
医
師
・
歯
科
医
師
の
付
表（
決

定
点
数
と
収
入
内
訳
記
載
）
の

未
提
出
、
③
自
費
収
入
等
が
１

千
万
円
の
境
界
域
に
あ
る
、
④

医
療
法
人
設
立
後
概
ね
５
年
以

内
、
⑤
Ｍ
Ｓ
（
メ
デ
ィ
カ
ル
・

サ
ー
ビ
ス
）
法
人
で
の
課
税
回

避
行
為
の
疑
い
―
等
を
指
摘

し
、参
加
者
に
注
意
を
促
し
た
。

調
査
員
が
正
し
い
と

は
限
ら
な
い

　
氏
は
、「
裁
判
所
の
令
状
に
よ

る
査
察
部
が
行
う
強
制
調
査
以

外
は
す
べ
て
任
意
調
査
で
あ

り
、質
問
検
査
権
の
行
使
は
納

税
者
の
理
解
と
協
力
が
前
提
に

産
の
売
却
収
入
（
事
業
用
車
両

の
下
取
り
価
額
）
の
計
上
漏
れ

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

説
明
。
特
に
歯
科
に
多
い
が
、

身
内
や
知
人
、
職
員
等
の
自
費

治
療
費
を
免
除
し
て
い
る
場
合

で
も
、
診
療
原
価
分
を
売
上
計

上
し
て
い
な
い
と
売
上
金
額
の

修
正
に
つ
な
が
る
こ
と
や
、
修

正
の
結
果
、
自
費
収
入
が
１
千

万
円
超
に
な
れ
ば
消
費
税
納
税

の
義
務
が
発
生
す
る
こ
と
か

ら
、
注
意
が
必
要
と
し
た
。

調
査
対
象
の
選
定
方
法

　
次
に
、調
査
対
象
と
し
て
は
、

月
別
売
上
金
額
の
季
節
的
観

点
、
前
年
同
月
期
及
び
近
隣
同

業
者
と
の
比
較
で
不
合
理
な
点

や
、経
費
勘
定
の
連
年
比
較
で
、

同
規
模
事
業
者
の
申
告
状
況
と

比
較
し
突
出
し
て
い
る
科
目
な

ど
は
、
調
査
対
象
の
選
定
に
な

る
と
述
べ
た
。

　
医
業
特
有
の
調
査
対
象
と
し

て
は
、
①
措
置
法
　
条
適
用
者

２６

に
あ
る
と
説
明
し
た
。
ま
た
、

法
人
課
税
部
門
で
は
、
医
療
法

人
は
「
注
目
業
種
」
に
指
定
さ

れ
、
医
療
法
人
へ
の
調
査
が
増

加
傾
向
に
あ
る
と
注
意
を
促
し

た
。

　
さ
ら
に
、
税
目
で
は
、
消
費

税
調
査
を
重
点
的
に
実
施
し
、

医
業
で
は
「
自
由
診
療
収
入
以

外
の
雑
収
入
や
事
業
用
固
定
資

医
院
は
重
点
対
象

 消
費
税
課
税
対
象
に注

意

　
石
塚
氏
は
冒
頭
、
税
務
調
査

の
２
極
化
に
触
れ
、
富
裕
層
・

高
階
級
と
中
低
階
級
に
分
け
、

医
療
は
高
階
級
に
ラ
ン
ク
付
け

さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
医
療

機
関
が
調
査
の
重
点
対
象
業
種

　
８
月
２
日
、税
対
経
営
部
は
経
営
研
究
会
を
開

催
。「
元
税
務
調
査
員
が
語
る
！
税
務
調
査
の
対

処
法
」を
テ
ー
マ
に
、元
税
務
調
査
官
で
現
在
、税

理
士
と
し
て
活
躍
す
る
石
塚
幹
雄
氏
が
講
演
し

た
。
当
日
は
　
名
が
参
加
し
た
。

５５

経
営
研
究
会

石塚幹雄氏

　
協
会
で
は
、
税
務
調
査
の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま

す
。調
査
の
事
前
対
策
も
含
め
、ご
相
談
く
だ
さ
い
！

始
０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１（
税
対
経
営
部
）

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

付
録
に
「
税
務
調
査
・
対
応

の
ポ
イ
ン
ト
　
か
条
」
を
折

１０

り
込
ん
で
い
ま
す
。
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

▼
協
会
学
術
研
究
 補
助
金
公
募
事
業

採
用
演
題
が
決
定

採
用
演
題
が
決
定
！！

日
常
の
疑
問
を
探
究
し
よ
う

使
え
る
制
度
が
あ
る
か

　

一
度
聞
い
て
み
よ
う
！

荷

課

菓

嘩

華華華華華華華華華華華華華

華華華華華華華華華華華華華

蝦
蝦
蝦
蝦
蝦
蝦
蝦
蝦
蝦

蝦
蝦
蝦
蝦
蝦
蝦
蝦
蝦
蝦

協
会
学
術
研
究
費
補
助
金
の
助

成
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
明
示

や
、
協
会
の
倫
理
審
査
委
員
会

に
付
議
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
次
回
の
公
募
期
間
は
２
０
１

３
年
　
月
か
ら
　
月
を
予
定
し

１０

１２

て
い
る
。
日
常
診
療
で
の
ふ
と

し
た
疑
問
を
研
究
し
て
み
た
い

先
生
が
お
ら
れ
た
ら
、
申
請
手

続
き
に
関
す
る
資
料
を
送
付
し

て
い
る
。
是
非
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
い
た
だ
き
た
い
（
始
０
４

５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１
）。

４
回
目
。
研
究
成
果
に
つ
い
て

は
研
究
者
に
帰
属
す
る
が
、
発

表
の
際
に
は
神
奈
川
県
保
険
医

第
４
回
神
奈
川
県
保
険
医
協
会

学
術
研
究
費
補
助
金
公
募
事
業

の
演
題
採
用
に
つ
い
て
報
告
。

補
助
金
　
万
円
の
交
付
を
正
式

３０

に
決
定
し
た
。

　
採
用
し
た
演
題
は
、
横
浜
市

南
区
で
開
業
す
る
山
田
人
志
氏

が
申
請
し
た
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
の
認
知
機
能
障
害
と
血
清
ホ

モ
シ
ス
テ
イ
ン
濃
度
と
の
関

連
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
。

申
請
さ
れ
た
研
究
計
画
書
を
学

術
部
会
が
受
け
付
け
、
評
価
委

員
会
が
書
類
に
よ
り
１
次
審
査

し
、
２
次
の
面
接
審
査
を
経
て

演
題
の
採
用
が
決
ま
っ
た
。

　
協
会
の
補
助
金
公
募
事
業
は

２
年
に
１
度
実
施
し
、
今
回
で

　
学
術
部
は
４
月
　
日
、
第
　

２６

２５

期
第
　
回
理
事
会
に
お
い
て
、

１６

採用演題名
パーキンソン病の認知機能障害と
血清ホモシステイン濃度との関連
申請者
横浜神経内科・内科クリニック

　山田　人志氏


